
地域再生計画 

 

 

１ 地域再生計画の名称 

舞鶴市「環境にやさしい循環・共生のまち」再生計画～第２期～ 

 

２ 地域再生計画の作成主体の名称 

   舞鶴市 

 

３ 地域再生計画の区域 

   舞鶴市の全域 

 

４ 地域再生計画の目標 

舞鶴市は、本州日本海側のほぼ中央部、日本海が最も湾入した京都府北

東部に位置し、人口９０，２８７人（平成２１年４月１日現在）、面積３４

２．１４平方キロメートルで、海や川の恩恵を受けて発展してきた。 

   若狭湾に湾口を開いた舞鶴港は、波静かな天然の良港を形成し、約９８

キロメートルに及ぶ海岸線一帯はリアス式海岸で、若狭湾国定公園の指定

を受けるなど、多くの景勝地にも恵まれており、近年は、京阪神圏から最

も近い日本海側の都市として、海・山・川に囲まれた多様で貴重な自然が

多数存在し、海水浴、釣り、そして豊かな海洋資源・海産物の対象地とし

て注目されている。 

   しかし、一方、舞鶴市域には、京都府最大の流域面積を有する一級河川

の由良川のほか、高野川や伊佐津川等の中小河川が市内を貫流し、舞鶴湾

等に注ぎ込んでいるが、工場・事業系排水のほか、近年のライフスタイル

の変化や都市化の進展により、河川や舞鶴湾の水質汚濁の進行は一旦停滞

しているものの、改善に向かっているとは言えず横ばい状態である。素晴

らしい舞鶴の自然を守り、次世代へ引き継ぐためには、汚濁割合の高い（水

質汚濁の大きな原因となっている）生活雑排水対策が引き続き重要な課題

となっている。 

   舞鶴市では、生活排水を処理するために、昭和３５年に公共下水道事業

に着手し、東処理区は昭和４４年、西処理区は平成７年に供用を開始し、

現在、処理区の拡大及び処理施設の拡張に努めている。 

   また、市街地周辺部の農漁村地域では、下水道類似施設として、平成３

年から漁業集落排水事業に着手し、３地区全てで整備を終え、農業集落排

水事業は平成６年から事業着手し、現在７地区の整備が完了している。 



さらに、浄化槽については、平成８年から個人設置の浄化槽整備事業を

開始し、平成１７年度からは市町村設置の浄化槽市町村整備推進事業を実

施し、平成２０年度末の汚水処理人口普及率は８４．１％と全国平均の８

３．７％（平成１９年度末）と同水準となったが、平成２７年度全市水洗

化をめざし地域特性に応じた汚水処理施設の整備を一層促進し、舞鶴市内

河川の水質汚濁の防止、舞鶴湾の水質保全をはかることにより、舞鶴市の

貴重な海洋資源等を守る。 

また、河川や海の水質保全を通じて、市民や来訪者が川や海に親しめる

環境づくりを再生することにより、舞鶴市の観光や漁業等の経済振興につ

なげ、地域経済の活性化をはかる。 

（目標１）汚水処理施設の整備の促進 

（汚水処理人口普及率を８４．１％から９２．９％に向上） 

 

５ 目標を達成するために行う事業 

 

５－１ 全体の概要 

舞鶴市では、「京都府水洗化総合計画」との整合性をはかりながら、平成

２１年度に「舞鶴市水洗化総合計画」の見直しを行い、平成２７年度の全

市水洗化を目指し、下水道や浄化槽等の有する特性や経済性等を総合的に

勘案し、地域の実情に応じて、より効率的に公共下水道、特定環境保全公

共下水道、農業集落排水、漁業集落排水、浄化槽の整備（市町村設置と個

人設置）を進めている。 

公共下水道は、舞鶴市の東・西・中市街地等の人口密集地区を中心に、

東・西処理区に分けて整備を進めており、昭和３５年に事業に着手し、東

処理区は昭和４４年、西処理区は平成７年、中地区については平成９年に

供用を開始し、現在、比較的整備率が低い西処理区中心に、処理区の拡大

及び施設の拡張に努めている。 

事業計画については、昭和３３年６月２７日に東処理区、昭和６０年１

月８日に西処理区の事業認可を受け事業に着手し、平成１７年６月２４日

に東西処理区の事業（変更）認可を受け、処理区の拡大に向け事業を進め

ており、現在、平成２２年３月の事業（変更）認可を目指し手続き中であ

る。 

特定環境保全公共下水道は、自然公園区域内の水系水質保全や農村漁村

の生活改善を目的としており、３処理区が対象で、昭和５８年に事業認可

を受け、３地区全ての事業が完了した。 

なお、公共下水道及び特定環境保全公共下水道を合わせた、平成２０年



度末の汚水処理人口普及率は、約８４．１％である。 

集落排水は、農村漁村の生活環境の改善や農業漁業の生産環境の保全等

を目的としており、農業集落排水については、１０地区が対象で、瀬崎、

大丹生等の７地区で事業が完了し、現在１地区で事業を進めている。 

漁業集落排水については、３地区が対象で、平成３年に事業着手し、平

成１２年に全て事業が完了している。 

浄化槽整備は、個人設置と市町村設置の２手法により整備を進めること

としている。 

個人設置は、生活環境の改善と公共用水域の水質保全を目的に、浄化槽

設置整備事業により、浄化槽設置者に対し、費用の一部を補助する制度で、

平成８年度から開始しており、公共下水道計画区域外、農業・漁業集落排

水事業区域並びに市町村設置区域で事業に着手していない地域の浄化槽地

区が対象で、計９９６基に補助を実施している。 
市町村設置は、公共下水道や集落排水が整備されない区域４７地区が対

象で、従来、個人設置で進めてきた浄化槽地区のより一層の水洗化促進を

はかるため、浄化槽市町村整備推進事業により、市が地元同意を原則に、

地区ごとに浄化槽を整備することとし、平成１７年度から事業を開始して

いる。 
なお、浄化槽地区内の個人設置浄化槽については、市町村設置浄化槽の

導入地区ごとに市へ寄附を受け、市町村設置と同様に市において管理を行

っていく。 

 

５－２ 法第５条の特別の措置を適用して行う事業 

汚水処理施設整備交付金を活用する事業 

［事業主体］ 

・舞鶴市 

［施設の種類］ 

・公共下水道、浄化槽（市町村設置型）、浄化槽（個人設置型） 

［事業区域］ 

・公共下水道  舞鶴市の区域のうち西処理区、詳細は別紙による。 

・浄化槽（市町村設置型）  河辺谷地区（河辺中地区、西屋地区、

室牛地区、河辺由里地区、観音寺地区、河辺原地区

栃尾地区）大山地区、多称寺地区、中田地区、中田

下地区、杉山地区、松尾地区、登尾地区、上根・寺

田地区、岸谷地区、白滝地区、城屋地区の一部、吉

田地区、大君地区、桑飼下地区、小原地区、和江地



区、丸田東地区、丸田西地区、八田地区、岡田由里

地区、富室地区、地頭地区、滝ヶ宇呂地区、小俣地

区、大俣地区、八戸地地区、長谷地区、上漆原地区、

下漆原地区、下見谷地区、河原地区、西方寺地区、

真壁地区、三日市地区の一部、上東地区の一部、下

東地区の一部、和田地区の一部、匂崎地区の一部、

青井地区、宇谷地区、上村地区、水間下地区、水間

地区、中山地区、大川地区、志高地区。 
・浄化槽（個人設置型）  舞鶴市の区域のうち公共下水道（特環

含む）や集落排水及び浄化槽（市町村整備型）で整

備する処理区を除く区域並びに集落排水及び浄化槽

区域の内、未着手の処理区。 
［事業期間］ 

・公 共 下 水 道   平成２２年度～平成２６年度 

・浄化槽（市町村設置型）   平成２４年度～平成２６年度 

・浄化槽（個人設置型）   平成２２年度～平成２６年度 

［整備量］ 

・公 共 下 水 道   φ５０～４００  ６４，９００ｍ 

・浄化槽（市町村設置型、個人設置型）         １８０基 

 

なお、各施設による新規の処理人口は下記のとおり。 

公共下水道 西処理区で約５，０００人 

浄化槽（市町村設置型） 舞鶴市の全域で約２６０人 

浄化槽（個人設置型）  舞鶴市の全域で約１３０人 

［事業費］ 

公共下水道         ３，５４１，０００千円 

（うち交付金 １，７７０，５００千円） 

浄化槽（市町村設置型）     １３７，１１５千円 

（うち交付金    ４５，７０５千円） 

浄化槽（個人設置型）       ２６，２５１千円 

（うち交付金     ８，７５０千円） 

   

合計   ３，７０４，３６６千円 

（うち交付金 １，８２４，９５５千円） 

 

 



 

５－３ その他の事業 
○公共下水道事業（特環を含む） 

生活環境の改善と公共水域の水質の保全を目的として、市街地及び周

辺地域における下水処理人口の普及を引き続き促進する。 

 

○農業集落排水事業 

農業用用排水の水質保全、農業用用排水施設維持管理または農村生活

環境の改善を図り、併せて公共用水域の水質保全に寄与することを目的

に、原則として農業振興地域で集落単位の集合処理を行い、水洗化人口

の普及促進を引き続き促進する。 

 

○水洗便所等改造資金貸付金制度 

施工者の費用負担の軽減を目的に、汲取り便所を水洗便所に改造する

場合に資金の貸付を行い、水洗化人口の普及促進を引き続き行う。 
工事に際しての地元説明会等で融資制度を紹介し、１戸あたりの限度

額を６００千円として年間約２４０件の利用実績があるが、今後も継続

していく。 
 

○湾内漁場清掃事業 
閉鎖性水域の舞鶴湾の水質保全を図り、良好な漁場を確保し、つくり

育てる漁業の推進を目的として年２回実施している清掃活動を、今後も

引き続き行う。 
 

○舞鶴の川と海を美しくする会事業 
舞鶴市の川や海を美しくすることを目的に、昭和４７年１１月に市内

自治会や事業所等で構成された「舞鶴の川と海を美しくする会」が発足

した。同会では、毎年６月・１０月を環境美化強化月間として定め、延

べ２０，０００人の全市的規模で河川・海岸の一斉清掃を実施している

ほか、水質汚濁の防止を求める事業所の巡回啓発や海水浴場パトロール

等の環境美化啓発活動にも取り組んでおり、それらの活動に対し引き続

き市が支援を行っていく。 
 
 
 
 



６ 計画期間 
平成２２年度～２６年度 

 
７ 目標の達成状況に係る評価に関する事項 

計画終了後に、４に示す数値目標に照らし状況を調査、評価し、公表す

る。また、必要に応じて事業の内容の見直しをはかるために、関係機関で

「地域再生協議会」を開催し、施設の整備状況等について評価・検討を行

う。 

 

８ 地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項 
該当なし 
 
 
 
 

 


